
ITECセミナー 開催のお知らせ 

プログラム  

１３：００～１４：００ 講演 

１４：００～１４：３０ 質疑応答 

主催：同志社大学 技術・企業・国際競争力研究センター（ITEC）       

日 時 ２０１５年１１月２５日（水）１３：００～１４：３０ 

場 所 同志社大学 寒梅館３階 プレゼンテーション・ホール 

講 師 北山 忍 氏  

 ミシガン大学 心理学部 

   ロバート・ザイヤンス 冠教授 

   社会心理学科 学科長  

 同志社大学 

   ITEC 客員教授 

 

身体健康と文化  

－遺伝子発現のメカニズムに注目して － 

＊来聴歓迎＊   

＊参加費無料＊ 

北山 忍（きたやま  しのぶ）氏のプロフィール： 

1981年京都大学大学院哲学研究科心理学修士課程終了、1987年にミシガン大学にてPhD取得。

その後、オレゴン大学、京都大学、シカゴ大学において、比較文化心理学の研究を行い、現在は当

該分野の世界的権威として、ミシガン大学心理学部のロバート・ザイヤンス冠教授及び当該学部社

会心理学科長を務めている。主な著書に，Kitayama, S., & Cohen, D.(2007). Handbook of 

cultural psychology. New York: Guilford Press, 『認知科学モノグラフ９自己と感情』（共立出

版），柏木惠子・北山忍共編『文化心理学 理論と実証』（東京大学出版会）など多数。 
 

講演の概要： 

職場のストレス、上司との関係など社会や文化の諸側面は、身体健康に様々な影響を持つ。しか

し、これらの影響が、どのようなメカニズムによっているのかについては、未だに不明な点が多

い。今回の講義では、まず、炎症反応や免疫不全などを誘発する様々な社会的要因（たとえば、人

種差別、職場のストレス、社会的疎外）と、逆にこれらネガティブな要因に対する抗性を高める要

因（たとえば、仕事の意味や生きがい）を指摘した後、これらの現象の背後には、関連の遺伝子の

発現のメカニズムが深く関わっていると指摘し、その進化的起源を考える。そして、最近われわれ

が日本の某ハイテク企業において収集したデータを報告し、文化、さらには企業風土を変えること

により身体健康を増進させる方策を探る 。 


